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論文題目 AR情報提示による自動走行ストレスの軽減効果の調査

要旨

近年，自動走行についての研究が盛んに行われている．そのため，自動走行分野では，他車と衝突し
ないための安全性や目的地に早く到着するための経路設計，エネルギ消費の効率性についての研究
が主にされている．しかし, 普段から運転している人が自動走行車に搭乗すると，恐怖心や不安感を感
じると予測される．そのため，自動走行車の社会的普及や継続的利用の観点から搭乗者の快適性を考
慮することが重要である．自動走行特有の恐怖心や不安感からくるストレスを軽減する手法の一つとし
て，情報提示手法が有効であることが従来研究から分かっている．従来研究では，音声やディスプレイ
による文字情報を用いた情報提示手法を提案しており，ストレス軽減に効果がある．しかし，正確な位置
情報を提示する必要のあるストレス要因に対しては拡張現実感(AR)を用いた情報提示手法がより効果
的だと予測される．そこで本研究では，正確な位置情報が必要となるストレス要因に対して認知と判断
の観点から情報提示を行い，その効果について実証実験を通して検証する．認知における情報提示で
は，障害物の位置を提示し，判断における情報提示では，走行軌跡を提示することでストレス軽減を図
る．実験では情報提示なし，音声のみ，音声とARの組み合わせの 3 つの条件で比較し，アンケートに
よる主観評価と生体センサによる客観評価を通してAR情報提示手法のストレス軽減効果についての調
査を行う．


